
協同が息づく兵庫のまちづくり

2018

阪神・淡路大震災、東日本大震災、熊本地震、九州北部豪雨…災害がおこる中、会員生協・団体で様々な支援活
動が継続して行われています。（関連ページP.2）

【生活協同組合コープこうべ】
「九州北部豪雨災害ボランティアバス（コープこうべ協働号）」
松末中村地区で民家の床下泥出し作業などの支援を行いま
した。
9月22日㈮〜25日㈪

【ろっこう医療生活協同組合】
「大船渡支援・水道筋さんま祭り」
大船渡から届いたさんまを炭焼きし販売。収益金を義援金
として送りました。
10月1日㈰

【西宮市職員生活協同組合】
「東北復興支援イベント IN阪神競馬場」
東日本大震災復興支援として女川汁、女川町・南三陸町の
物産の販売と被災地のパネル展示を行いました。
12月2日㈯

【生活クラブ生活協同組合都市生活】
「大人のリフレッシュツアー」
福島のみなさんに息抜きを目的に神戸
を巡るツアーを行いました。
12月7日㈭〜8日㈮
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会員生協・団体の災害支援や
「伝える・備える・活かす」取り組み

「ハート基金（コープこうべ災害緊急基金）」
ハート基金から兵庫県
へ地震や豪雨災害等の
被災地支援に役立てて
いただくため100万円
拠出しました。
4月17日㈫

「東日本大震災被災地支援・いかなご届け隊」
さんま祭りの収益金と
募金、神戸春の風物
詩・いかなごくぎ煮を
岩手県大船渡市の応急
仮設住宅と戸田公明市
長に届けました。
3月25日㈰〜27日㈫

「熊本地震被災地支援」
西原村仮設住宅で健康
相談・健康チェック・
たこ焼きやアイスク
リームを提供しました。
8月26日㈯〜27日㈰

「ひょうご安全の日のつどい」
「ひょうご安全の日のつ
どい」に震災当時のパ
ネルを展示したブース
を出展し、災害に備え
る重要性を伝えました。
1月17日㈬

「生協祭で復興支援」
生協祭の福引景品に被
災地である東北・熊本
の名産品を使用して組
合員に配りました。
10月25日㈬〜27日㈮

「甲状腺検査活動」
福島の子どもたちと他地域
に住む子どもたちとの甲状
腺の比較検証活動を行いま
した。2017年度29人が受診
しました。

「東日本被災地支援」
宮城県山元町の「花釜
祭り」で、たこ焼き販
売とあいうべ体操を行
いました。
10月13㈮〜14日㈯

「熊本の教訓に学ぶ『確かな情報を伝えるために』」
NPO パートナーシッ
プ制度企画・シンポジ
ウム「災害時における
コミュニティラジオの
役割」を京都にて開催
しました。
1月28日㈰

生活協同組合コープこうべ

ろっこう医療生活協同組合

兵庫労働共済生活協同組合

西宮市職員生活協同組合

生活クラブ生活協同組合都市生活

神戸医療生活協同組合

近畿労働金庫兵庫地区本部

大船渡市ホームページ・公式ツイッターより
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開催期間：2018年6月8日㈮〜12日㈫
開催場所：神戸元町商店街
◆障がい者アート作品展（ドギドギ展〜沸き立つ〜）
日時：6月8日㈮〜12日㈫　10：00〜18：00
　　（最終日は16：00まで）
場所：こうべまちづくり会館　地下ギャラリー

◆コンサート（もとまちウキウキ）
日時：6月9日㈯　13：00〜16：00
場所：こうべまちづくり会館　2階

◆作業所製品ワゴンセール（ハートショップ）
　東日本大震災復興支援・作業所製品バザール
日時：6月9日㈯　11：00〜15：00
場所：こうべまちづくり会館　1階および会館前

◆ワークショップ（フォトフレームづくり）
日時：6月9日㈯　11：00〜なくなり次第終了
場所：こうべまちづくり会館　1階

◆WAKKUNと絵を描こう（定員20名・事前予約）
日時：6月9日㈯　11：00〜12：00
場所：こうべまちづくり会館　3階
※�事前予約は、下記の実行委員会事務局までお電話にてお
申し込みください

▲

お問い合わせ
「もとまちハートミュージアム2018」
実行委員会事務局
神戸市中央区山本通4-22-25　兵庫人権会館2階
（一般社団法人ひょうご部落解放・人権研究所）
電話�（078）252–8280
FAX�（078）252–8281

★定員に達したため募集を締め切りました。キャンセル待ちで受付いたします。多数のお申込みありがとうございました。

国際協同組合デーは、世界中の生協や農協、漁協、森林組合など協同組合にたずさわる人々
が心を一つにして協同組合運動の前進を誓う日として、毎年 7月第 1土曜日と定められてい
ます。この日に先駆けて兵庫県記念大会を開催します。

■と　　き：2018年7月6日㈮　13：30-16：00
■と こ ろ：兵庫県民会館9階　けんみんホール（神戸市中央区下山手通4-16-3）
■内　　容：Ⅰ部　記念式典
　　　　　　Ⅱ部　記念講演　「知っていますか？ SDGs（持続可能な開発目標）
　　　　　　　　　　　国谷裕子さんと考える、誰一人取り残さない社会」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師　国谷 裕子さん

■参加人数：350人（入場無料・先着順）　　＊事前申込制
■主　　催：兵庫県協同組合連絡協議会（兵庫JCC）兵庫県生活協同組合連合会・
　　　　　　兵庫県農業協同組合中央会・兵庫県漁業協同組合連合会・兵庫県森林組合連合会
■お問い合わせ：兵庫県生活協同組合連合会
　　　　　　　　電話：078-391-8634　FAX：078-392-2059

第96回国際協同組合デー・
兵庫県記念大会のご案内
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JA 兵庫中央会Ｊ
ＡJF 兵庫漁連Ｊ

Ｆ

「お魚かたりべ」感謝状受賞式 若手農業者の声を県や国へ
―県農協青壮年部協議会―

4 月26日㈭、SEAT-CLUBお魚講師に登録され
ている「お魚かたりべ」の方々に、長谷成人水産
庁長官から送られた感謝状の受賞式を行いました。
水産庁では、水産物を消費拡大推進することを

目的とした「魚の国のしあわせ」プロジェクトを
進めており、その一つとして「魚離れ」を食い止
めるため、魚と地域の結びつき、漁業の歴史・体
験の継承など、多様な魚食文化の普及・伝承に取
り組む方々を水産庁長官が「お魚かたりべ」に任
命する制度があります。
これはそれぞれの魚食普及の自主的な取り組み

を後押しするもので、今回の感謝状は 2月15日㈭
に全国138人の「お魚かたりべ」全員に、日頃の
活動に感謝の意を込めて授与されました。
当日の受賞式にあたっては、水産庁瀬戸内海漁

業調整事務所の江口静也所長にご臨席いただき、
お魚講師15人のうち、「お魚かたりべ」として任
命されている 7人に感謝状が手渡しされました。
これを受けてお魚講師を代表して福永美枝子氏

から「これからも多くの人に、魚のおいしさや魅
力を伝える活動に力を入れていきたい」と今後の
抱負が述べられました。
受賞式の後は、水産庁瀬戸内海漁業調整事務所

の江口静也所長から「日本の水産物の消費動向」
や「魚の国のしあわせプロジェクトの活動報告」
について講演があり、お魚講師からも様々な質問
があり貴重な時間となりました。
※�現在「お魚かたりべ」に任命されているのは全国で138人
（H30.3月末現在）、兵庫県においては東京の29人に次いで
多い22人が任命されています。

JAには、いろいろな組合員組織があります。
その中で、農業後継者など若手農業者による組織
がJA青壮年部です。相互交流や自主的な学習活
動を行い、農業経営の安定を目指すとともに、地
域に根ざした活動に取り組み協同組合運動の一翼
を担っています。
県内のJA青壮年部を会員とする「兵庫県農協
青壮年部協議会（以下、「県青協」）」は1957年に
設立され、昨年、発足60周年を迎えました。現在、
県内 4 JAの 5 つの JA青壮年部に164人の盟友が
います。
県青協では、地域を超えた情報交換や学習活動
を行うとともに、若手農業者の声を結集し、県や
国に対する要請活動も行っています。昨年、県内
で甚大な台風被害が発生しましたが、農業復興支
援策を要請し、県による緊急対策事業が実現しま
した。
平成30年度は、JA青壮年部の地域活動を活性
化するとともに、大学生や消費者との交流や新規
就農者への支援など、組織の力を合わせて新たな
活動にもチャレンジする予定です。

地域に根ざした活動に力を合わせて取り組むことを誓う県青協
の役員
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みなさま、こんにちは。適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
6月に入り、ずいぶん暑くなってきましたね。観葉植物の世話をしていると最近、植物もかわいいなぁと思う

ようになってきました。毎日、ちょこちょこ変化があるものです。例えば、新芽がでてきたり、あるいは、葉
が黄色くなってしまったりと。そういう変化を見つけると、なんだか、世話も楽しくなってきます。
さて、世の中にはたくさんの広告や勧誘があります。その中で「怪しい」（嘘っぽい）と感じるものもあれば、そうでないもの

もあります。その違いはどこにあるのでしょうか。そんなことを考えたのは、とある相談を聞いていた時でした。Aさんはスマホ
に届いた「必ず儲かる！」というメールに返信をしてしまい、そのメールの相手方にお金を支払ってしまっていました。Aさんのス
マホに届いたメールはいかにも「怪しい」。ところが、Aさんは「やってみないとわからないじゃない！」と言うのです。私はその
言葉にハッとしました。世間一般には「失敗を恐れずチャレンジすることが大切」と言われています。まさに「やってみないとわ
からない」のです。けれども「怪しい」ことをやってみることはあまりに危険です。では「怪しい」とは何なのか。私なりに考えて
みたのです。この続きは次回にさせてください。� （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

商品テストにチャレンジ！
体験学習会
消費者の商品や食品などの安全・安心に対する関心が高まっています。
消費生活総合センターでは、これまで実施してきた商品テストで得られたノウハウを活かし、消費
者自らが商品テストを体験しながら学ぶことのできる「商品テスト体験学習会」を実施しています。
この学習会を通じて、商品や食品などの知識・特性・機能等を学ぶことで、自ら理解・行動・選択
できる力（消費者力）の習得、向上を図り、消費者被害の未然防止につなげることを目的としています。
当センターから、テスト機器を持参し、食品・生活用品・環境など分野毎に登録した「商品テスト
専門家」を派遣します。県内各地で実施される研修会やイベント等でご活用ください。

　　▶ 募集期間：平成30年5月〜平成31年1月
　　▶ 実施期間：平成30年6月〜平成31年2月
　　▶ 場　　所：申込み団体・グループの希望する場所
　　▶ 申込期限：実施希望日の一カ月前

その他、申込み方法や商品テスト体験学習会のメニュー例（「食品の糖度」「電子レンジの特性」「家
庭に身近な化学物質」等17メニュー掲載）など、詳しくは、兵庫県立消費生活総合センター　ホーム
ページをご覧ください。　➡ http://www.seiken.server-shared.com/research

【申し込み・問い合わせ先】� 〒650-0046　神戸市中央区港島中町4丁目2
� 消費生活総合センター　相談事業部　商品テスト体験学習会担当まで
� 電話：078－302－4028　　FAX：078－302－4002
� （兵庫県立消費生活総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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主催：兵庫県生活協同組合連合会
後援：神戸市教育委員会・宝塚市教育委員会・尼崎市教育委員会・西宮市教育委員会・芦屋市教育委員会・明石市教育委員会・加古川市教育委員会・姫路市教育委員会・神戸新聞社

♪お子様のご参加もお待ちしています。

聴いて、見て、
触って、感じて…

平和の尊さを考えよう
ピースアクション2018

広島被爆ピアノ広島被爆ピアノ広島被爆ピアノ広島被爆ピアノ
平和コンサート平和コンサート

ホルゲル（HORUGEL）　アップライトピアノ（カズコのピアノ）
製造：昭和15年　形状：88 鍵　象牙鍵盤　2本ペダル　
高さ129cm
広島市南区段原山崎町、爆心地より2.6kmで被爆。
元の持ち主（和子さん）とピアノが自宅にて同時被爆。平成21年5
月、持ち主からピアノ調律師・矢川光則さんに託される。

森須  奏絵
ピアノ

大島  久美子大島  久美子
ソプラノソプラノ

広島被爆体験語り部
小林 愛子

（元プロ野球選手張本勲さんの姉）

出演予定

原爆の爆風で傷つきながらも長い歳月を乗り越えた
「被爆ピアノ」が平和を奏でるコンサートと広島で
被爆された方の講話を開催します。

広島被爆ピアノプロフィール

お申込み
方法

「氏名」「〒・住所」「電話番号」「同伴者氏名」「利用生協名」を明記の
上、【ハガキ】【FAX】【メール】で、お申込みください。
※定員になり次第締め切りとさせていただきます。ご参加いただけない場
合のみご連絡させていただきます。

078-392-2059FAX メール hyogo@kobe.coop.or.jp

申込先 〒650-0011 神戸市中央区下山手通4丁目16-3　県民会館4階
兵庫県生活協同組合連合会「広島被爆ピアノ平和コンサート」係まで

兵庫県民会館　9階　けんみんホール
2018年7月28日（土） 13時 開場／ 13時30分 開演（終演 16時 予定）
神戸市中央区下山手通4丁目16番3号　TEL／078-321-2131（代）

先着300人入場無料
事前のお申し込みが必要です

■JR・阪神「元町駅」より徒歩7分　■地下鉄「県庁前駅」東1・2出入口すぐ

矢川  光則
 (矢川ピアノ工房）
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